
 

 

 

 

 

 

 

 東京都教育委員会が推進している「デジタルを活用したこれからの学び」に
ついて紹介いたします。令和元年度（2019 年度）から始まった「GIGA スク
ール構想」において、学校には１人１台の学習用端末が配備されました。これ
まで各学校は、１人１台の学習用端末をどの場面で、どのように活用すると児
童・生徒の学びにつながるのか、という授業実践を重ねてきました。「デジタル
を活用したこれからの学び」では、右図のように、これまでは、教材提示や電子
黒板等を使って、「映す・見る・共有する」ということをメインに行ってきまし
たが、これからのフェーズでは、個別最適な学びの中で、さまざまなアプリを
学習の補助としつつ、児童・生徒が学び方を選択し、協働的な学びでは、共同編
集やチャット機能を活用し、他者と多様に交流することで、より深い学びにつ
なげていくことが求められています。 
 本市では、市立七国小学校と市立いずみの森義務教育学校が研究推進校とし
て、以下で紹介するように研究に取り組んでいます。 
 今後も、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、「教員が ICT を活用す
る」だけでなく、「児童・生徒が ICT を活用する」という視点で、授業改善に取り組んでいただきますようお願いいたします。 

 
 
 
 令和７年度の研究指定校・推進校・奨励校の取組について報告します。なお、*【研究指定校】と*【研究推進校】の報告書は、「はちけん」HPに 

掲載しております。 

 学校名 内容 取組 

*【研究指定校】 

【小中一貫教育指定校】 

たがの杜小中学校 

（第二小学校・第四中学校） 

【研究主題】 

「確かな学力と豊かな人間性を基盤として 

自ら考え行動できる児童・生徒の育成」 

「自ら考え行動できる児童・生徒の育成」をめざ

し、義務教育学校９年間を見通した新しい教育モ

デルを生み出す研究に取り組みました。 

*【研究推進校】 

【八王子市版GIGAスクール研究推進校】 

いずみの森義務教育学校 

【研究主題】 

「言語能力を育成する９年間の系統的な指導の工夫」 

ICTを効果的に活用して、児童・生徒の言語能力

を高めるために、授業改善に取り組みました。 

【八王子市版GIGAスクール研究推進校】 

七国小学校 

【研究主題】 

「主体的・対話的で深い学びの実現」 

～ICT の効果的活用を通して～ 

ICTを活用し、児童の主体的・協働的な学びを促

進するために、各教科を通して授業改善に取り組

みました。 

【STEAM 教育推進校】 

みなみ野小中学校 

【研究主題】 

「今、求められるＳＴＥＡＭ教育とは？」 

～新たな体系づくりを意識して～ 

教員が、探究のサイクルや各教科の見方・考え方

を理解し、それを授業の中にどのように位置付

け、どのように取り入れていくかについて取り組

みました。 

【STEAM 教育推進校】 

南大沢中学校 

【研究主題】 
「より良い南大沢のまちづくり」をめざして 

-STEAM の手法を用いた創造的な課題解決- 

「より良い南大沢のまちづくり」をテーマに、南
大沢スマートシティ協議会の事務局を担う（株）
多摩ニュータウン開発センターと連携し、「謎と
き街歩き」を作成するなど、まちづくりに取り組
みました。 

【特別支援教育推進校】 

散田小学校 

【研究主題】 

「学力の向上に向けて」 

児童一人ひとりの理解度や興味・関心、学び方の
違いについてアセスメントツールを利用して分
析し、学習内容・方法・進度などを調整し、学習
の個性化を通して、学びの質を高める授業改善に
取り組みました。 

【不登校対策推進校】 

恩方中学校 

【研究主題】 

「「データ＋声がけで不登校をゼロに」 

「データ分析」と「声がけ」という２つの側面か

ら、不登校が起こりにくい校内体制の構築に取り

組みました。 

【研究奨励校】 

【授業改善推進拠点校】 

上柚木中学校 

【研究主題】 

「生徒一人一人が自分の考えをもつ授業づくり」 

「生徒一人一人が自分の考えをもてる授業づく

り」をめざし、個で考え、集団で深め、再び個に

戻って学びを確かなものにするという一連の学

習を重視し、授業実践に取り組みました。 

【人権尊重教育推進校】 

第三小学校 

【研究主題】 

「自分も人も大切にする児童の育成」 

～豊かな『かかわり』を育む指導を通して～ 

子どもたちが他者との豊かな「かかわり」の価値

やよさを実感することができるよう、その手だて

を工夫しながら授業研究・実践に取り組みまし

た。 

【人権尊重教育推進校】 

元八王子東小学校 

【研究主題】 

自分の考えをもち、表現できる児童の育成 

～伝え合い、認め合う活動を通して～ 

話合い活動におけるグループ編成や教材の工夫

を行うことで、子どもたち同士が適切に意見を伝

え合い、互いに認め合うことができる授業実践に

取り組みました。 
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